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協
会
に
よ
る
お
相
撲
さ
ん
の
解
雇
（
契

約
解
除
）
は
信
頼
関
係
を
根
本
か
ら
破

壊
す
る
よ
う
な
「
特
段
の
事
情
」
が
あ

る
場
合
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
し

て
、
勤
務
態
度
不
良
等
を
理
由
と
し
た

契
約
解
除
を
無
効
と
判
断
し
ま
し
た
。 

 

平
成
２
５
年
３
月
２
５
日
の
東
京
地

裁
判
決
も
、
同
様
に
、
お
相
撲
さ
ん
と

協
会
の
契
約
は
労
働
契
約
で
は
な
い
と

し
て
、
お
相
撲
さ
ん
側
が
主
張
す
る
解

雇
権
濫
用
法
理
の
適
用
を
否
定
す
る
一

方
で
、
協
会
側
が
主
張
す
る
「
広
い
意

味
で
信
頼
関
係
が
破
綻
し
て
い
れ
ば
お

相
撲
さ
ん
と
の
契
約
を
い
つ
で
も
解
除

で
き
る
」
と
い
う
主
張
も
認
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
し
て
、
相
撲
社
会
が
民
法

制
定
以
前
か
ら
の
特
殊
な
関
係
性
（
部

屋
制
度
、
師
匠
と
の
関
係
等
）
で
築
か

れ
て
お
り
、
民
法
に
定
め
ら
れ
た
類
型

で
括
れ
な
い
契
約
（
無
名
契
約
）
で
あ

る
と
し
て
、
相
撲
協
会
の
寄
附
行
為
（
規

則
）
に
基
づ
い
て
、
懲
罰
事
由
が
あ
る

か
、
処
分
は
相
当
か
、
手
続
は
適
正
か

等
を
検
討
し
、
お
相
撲
さ
ん
の
解
雇
（
契

約
解
除
）
を
無
効
と
判
断
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
お
相
撲
さ
ん
と
相
撲

協
会
と
の
契
約
内
容
は
か
な
り
特
殊
な

た
め
、
裁
判
所
が
お
相
撲
さ
ん
を
「
労

働
者
」
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
認
め
る
こ
と

は
難
し
い
よ
う
で
す
。
解
雇
（
契
約
解

除
）
等
、
お
相
撲
さ
ん
が
受
け
る
不
利

益
が
著
し
い
場
面
で
、
事
例
ご
と
に
慎

重
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
と

言
え
そ
う
で
す
。 

 

７度目の勝利判決を受け、原告団、弁護団、

支援者のうれしい万歳３唱 

 

お
相
撲
さ
ん
は
、
日
本
相
撲
協
会

が
定
め
る
寄
附
行
為
（
規
則
）
で
、

師
匠
の
指
導
の
下
相
撲
道
に
精
進

し
、
幕
下
以
下
を
指
導
し
、
人
格
の

陶
冶
・
技
量
の
錬
磨
に
努
め
る
こ
と

等
を
義
務
づ
け
ら
れ
（
労
務
の
提

供
？
）
、
相
撲
協
会
か
ら
階
級
に
応
じ

た
手
当
（
賃
金
？
）
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。 

で
は
、
お
相
撲
さ
ん
は
、
日
本
相

撲
協
会
に
雇
わ
れ
た
「
労
働
者
」
と

し
て
、
労
働
法
に
守
ら
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
主
に
、

相
撲
協
会
に
「
解
雇
」
さ
れ
た
お
相

撲
さ
ん
に
よ
る
、「
解
雇
」
無
効
や
「
賃

金
」
請
求
の
裁
判
で
争
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

平
成
２
３
年
２
月
２
５
日
の
東
京

地
裁
仮
処
分
決
定
は
、
お
相
撲
さ
ん

が
協
会
に
対
し
て
負
う
債
務
は
、
所

属
す
る
部
屋
の
師
匠
の
指
導
の
下
、

自
主
的
・
主
体
的
に
相
撲
道
に
精
進

し
、
培
っ
た
技
量
を
も
と
に
相
撲
競

技
に
出
場
し
技
量
審
査
を
受
け
る
こ

と
で
、
協
会
の
指
揮
命
令
権
に
服
す

る
も
の
で
は
な
い
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
寄
附
行
為
（
規
則
）
に
は
就
労

時
間
や
就
労
場
所
の
規
定
は
な
く
、

相
撲
競
技
へ
の
出
場
等
を
直
接
義
務

づ
け
る
規
定
も
な
い
こ
と
等
も
挙

げ
、
お
相
撲
さ
ん
と
相
撲
協
会
と
の

契
約
は
労
働
契
約
で
は
な
く
、
お
相

撲
さ
ん
が
有
償
で
相
撲
競
技
と
い
う

一
種
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
提
供
す

る
契
約
（
準
委
任
契
約
）
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
裁
判
所
は
、
お
相
撲
さ
ん
と
協

会
と
の
間
に
労
働
法
の
適
用
は
な
い

と
し
な
が
ら
も
、
協
会
か
ら
委
託
を

受
け
た
部
屋
の
師
匠
と
お
相
撲
さ
ん

と
の
間
に
は
徒
弟
制
度
の
よ
う
な
継

続
的
な
技
能
教
育
関
係
が
あ
り
、
契

約
に
お
け
る
「
継
続
性
」
と
「
信
頼

関
係
」
の
価
値
が
重
い
こ
と
か
ら
、

１
２
月
３
日
（
日
）
１
４
時
か
ら

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
北
九

州
地
域
ユ
ニ
オ
ン
＆
争
議
団
共
闘
の

総
会
が
開
か
れ
た
。 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン
＆
争
議
団

共
闘
の
総
会
に
は
、
地
域
ユ
ニ
オ
ン

の
組
合
員
、
争
議
団
共
闘
の
た
た
か

う
仲
間
、
支
援
者
な
ど
３
９
人
が
参

加
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
、
会
計
報
告
と
予
算

（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
学
嘱
労
か
ら

「
民
間
委
託
反
対
の
た
た
か
い
へ
の

支
援
要
請
」
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
安
川
、
地
域
ユ
ニ
オ
ン
、
初
め
て

参
加
し
た
青
年
も
、
障
が
い
者
雇
用

に
つ
い
て
発
言
す
る
な
ど
７
人
が
発

言
し
、
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案

は
補
強
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

新
し
い
役
員
体
制
が
提
案
さ
れ
、

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン
の
役
員
は
、

執
行
委
員
長
に
堀
田
和
夫
、
副
委
員

長
に
小
橋
弘
子
、
書
記
長
に
澤
山
英

之
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
争

議
団
共
闘
会
議
の
役
員
に
は
、
議
長

に
中
村
忠
徳
、
副
議
長
に
小
橋
弘

子
・
久
保
忠
彦
、
事
務
局
長
に
堀
田

和
夫
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
嶋
顧
問
の
閉
会
あ
い
さ
つ

の
後
、
中
村
争
議
団
共
闘
議
長
の
音

頭
で
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。 

争
議
団
共
闘
第
１
１
回
総
会
＆ 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン
第
２
回
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た 

 

開会あいさつで、これまでの支援に感謝し、引
き続きの支援をお願いする中村議長 

争議の早期解決をめざし団結して頑張ろう～
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安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

賃
上
げ
と
安
定
雇
用
で
地
域
活
性
化
！ 

北
九
州
で
た
た
か
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
争
議
の
早
期
解
決
を
！ 

第
７
２
回
評
議
員
会
で
２
０
１
８
年
春
闘
方
針
（案
）を
提
案 

 

                             

                             

                             

                             

                             

２０１７年１２月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３４（１） 

雨
あ
が
り 

  

先
日
、
今
年
の
漢
字
の
発
が
あ
り
ま
し

た
。
毎
年
１
２
月
に
発
表
さ
れ
る
今
年
の

世
相
を
表
す
漢
字
で
あ
り
、
平
成
７
年
に

開
始
し
、
今
年
で
２
３
回
目
。
そ
の
年
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
漢
字
一
文
字
の
公
募
を

日
本
全
国
よ
り
行
い
、
そ
の
中
で
最
も
応

募
数
の
多
か
っ
た
漢
字
一
字
を
そ
の
年

の
世
相
を
表
す
漢
字
と
し
て
、
原
則
１
２

月
１
２
日
「
漢
字
の
日
」
（
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
）
の
午
後
に
京
都
の
清
水
寺
で
発

表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
今

年
の
漢
字
は
「
北
」
で
し
た
。
昨
年
は
リ

オ
五
輪
、
舛
添
前
都
知
事
の
政
治
資
金
流

用
疑
惑
で
「
金
」
、
ち
な
み
に
第
１
回
目

の
平
成
７
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
オ

ウ
ム
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で

「
震
」
で
し
た
。 

  

「
北
」
で
思
い
出
す
の
は
や
は
り
「
北
」

朝
鮮
で
し
ょ
う
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
国

連
に
お
け
る
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択

を
推
進
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
選
ば
れ
る
中
、

ミ
サ
イ
ル
を
連
発
。
日
本
や
世
界
に
脅
威

を
与
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
自
分
の
今
年
の
漢
字
を
考
え

た
。
「
祭
」
で
あ
る
。
競
馬
好
き
の
自
分

は
、
有
馬
記
念
に
出
走
す
る
「
キ
タ
」
サ

ン
に
優
勝
し
て
も
ら
い
、
馬
主
で
あ
る

「
北
」
島
三
郎
と
一
緒
に
「
祭
」
り
を
う

た
い
た
い
な
～
。 

 

来
年
は
、
ど
ん
な
漢
字
一
文
字
が
発
表

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
明
る
い
話
題

が
多
い
一
文
字
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
坂
） 

  

１
・
２
四
半
期
会
計
報
告
の
あ
と
、
２

０
１
８
年
春
闘
方
針
案
の
提
案
の
中

に
立
っ
た
堀
田
事
務
局
長
は
、
「
国
民

春
闘
共
闘
、
県
民
春
闘
共
闘
の
春
闘
方

針
を
基
本
に
す
え
て
、
北
九
州
で
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
練
り
上
げ
、
み
ん

な
で
要
求
！
、
み
ん
な
で
た
た
か
い
、

み
ん
な
で
実
現
」
を
合
言
葉
に
、
「
生

計
費
原
則
に
も
と
づ
く
切
実
な
賃
金

要
求
な
ど
を
確
立
し
、
原
則
的
な
た
た

か
い
を
貫
き
、
全
員
参
加
の
活
動
を
作

り
上
げ
、
集
中
回
答
指
定
日
翌
日
の
統

一
行
動
へ
の
結
集
を
強
め
、
ス
ト
権
を

確
立
し
、
情
勢
を
変
え
る
大
規
模
な
行

動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
」「
地
域

で
取
り
組
ま
れ
る
様
々
な
活
動
に
参

加
し
。
さ
す
が
労
働
組
合
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
熱
い
２
０
１
８
年
春
闘
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。 議

案
に
つ
い
て
の
質
疑
討
論
で
は
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
安
川
合
同
支
部
久
保
評

議
員
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
雪
竹
評
議
員
、
学

嘱
労
高
﨑
幹
事
、
福
建
労
北
九
州
支
部

柴
田
評
議
員
、
北
九
州
地
区
国
公
賛
同

幹
事
か
ら
提
案
を
補
強
す
る
発
言
が

あ
り
、
す
べ
て
の
議
案
は
満
場
一
致
で

採
択
・
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
永

冨
議
長
が
「
２
０
１
８
年
春
闘
を
組
織

の
総
力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
で
全
力

を
あ
げ
よ
う
！
」
と
訴
え
た
後
、
団
結

頑
張
ろ
う
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
２
０
１
８
年
春
闘
に
向
け
て
の
出
発
点
と
な
る
第
７

２
回
評
議
員
会
を
、
１
２
月
２
１
日
（
金
）
１
８
時
３
０
分
か
ら
戸
畑
区
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
し
、
２
０
１
７
年
秋
季
年
末
闘
争
経
過
報
告
、

第
１
・
２
四
半
期
の
収
支
報
告
、
２
０
１
８
年
春
闘
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。 

 

第
７
２
回
評
議
員
会
は
、
大
島
副
議

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
年
金

者
組
合
川
副
北
九
州
協
議
会
議
長
と

建
交
労
北
九
州
支
部
入
江
評
議
員
を
、

議
長
団
に
選
び
開
会
し
ま
し
た
。
開
会

冒
頭
永
冨
議
長
は
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

の
中
で
、
「
２
０
１
８
年
春
闘
に
向
け

て
本
格
的
に
動
き
出
し
て
い
る
。
２
０

１
８
年
春
闘
は
、
①
実
質
賃
金
が
下
が

り
続
け
て
い
る
一
方
、
大
企
業
の
内
部

留
保
金
は
増
え
続
け
４
０
０
兆
円
を

超
え
て
お
り
、
労
働
分
配
率
が
他
国
に

比
べ
て
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
大

幅
賃
上
げ
を
め
ざ
す
活
動
が
必
要
だ
。

②
安
倍
働
き
改
革
で
は
長
時
間
過
密

労
働
は
な
く
な
ら
な
い
。
８
時
間
働
け

は
人
間
ら
し
い
生
活
が
出
来
る
制
度

の
確
立
が
必
要
。
③
安
倍
改
憲
を
許
さ

な
い
３
０
０
０
万
署
名
が
提
起
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
運
動
に
積
極
的
に
参
加

し
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
し
な
い
た

め
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
い
。」
と
、

安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
に

全
力
を
あ
げ
た
い
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

議
案
の
提
案
は
、
２
０
１
７
年
秋
季

年
末
闘
争
の
報
告
、
２
０
１
７
年
第

2018 年春闘要求の前進をめざしがんばろう！ 

第 72 回評議員会開会挨拶を行う永冨議長 

学校給食の民間委託とのたたかいを 
発言する高﨑学嘱労書記長 



 

２
０
１
８
年
北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
は
、
１
１
月
３
０
日
に
第
１
回
事
務
局
会
議
を
開
催
し
、
運
営
要
綱
、
役
員

体
制
、
２
０
１
８
年
北
九
州
春
闘
方
針
骨
子
（
案
）
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
確
認
に
基
づ
き
、
１
２
月
１
４
日
（
木
）

１
８
時
３
０
分
か
ら
北
九
州
市
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、
第
１
回
加
盟
組
合
代
表
者
会
議
を
開
き
、
３
つ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
①
安
倍
９
条
改
憲
・
労
働
法
制
改
悪
Ｎ
Ｏ
！
、
②
賃
上
げ
と
安
定
雇
用
で
地
域
活
性
化
！
③
北
九
州

で
た
た
か
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
争
議
の
早
期
解
決
を
！
」
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
九
州
地
区
労
連
は
、
１
２

月
２
１
日
に
第
７
２
回
評
議
員
会
を
開
く
２
０
１
８
年
春
闘
の
具
体
的
展
開
に
つ
い
て
提
案
し
、「
誰
も
が
８
時
間
働
け

ば
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る
春
闘
に
！
」
「
貧
困
者
を
な
く
す
た
め
に
格
差
を
是
正
す
る
春
闘
に
！
」
「
安
倍
９
条

改
憲
に
終
止
符
を
打
ち
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
か
ら
転
換
し
、
平
和
で
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
作
る
春
闘
に
！
」
の
実

現
を
め
ざ
し
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

「
景
気
が
い
い
」
実
感
な
い
！ 

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
「
景
気
回
復
」
と

政
府
は
言
い
ま
す
が
、
景
気
が
良
く
な

っ
た
と
い
う
、
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
で
、
若
者
の
間

で
、
将
来
へ
の
不
安
が
強
く
安
心
し
て

も
の
を
買
え
な
い
状
況
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
『
２
０
代
は
経
済
が
右
肩
上

が
り
の
時
代
を
一
切
知
り
ま
せ
ん
。
消

費
す
る
こ
と
自
体
に
罪
悪
感
を
感
じ

る
世
代
な
ん
で
す
』
と
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
年
は
と
い
う
と
雇
用
状
況

は
、
好
転
し
て
い
る
と
言
う
け
れ
ど

『
非
正
規
雇
用
が
ま
だ
ま
だ
多
い
。
雇

用
が
不
安
定
で
は
、
と
て
も
景
気
ど
こ

ろ
の
話
し
で
は
無
い
』
書
か
れ
て
い
ま

す
。
働
者
で
あ
り
、
非
正
規
が
増
え
て

い
る
こ
と
こ
そ
消
費
を
停
滞
さ
せ
、
景

気
の
実
感
を
失
わ
せ
て
い
る
一
因
だ

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

大
企
業
は
、
収
益
好
調
で
内
部
留

保
金
は
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
が
、

労
働
者
の
賃
金
は
上
が
ら
ず
、
長
時

間
労
働
で
過
労
自
死
が
増
え
て
い

ま
す
。
格
差
と
貧
困
は
増
え
、
労
働

者
の
疲
弊
と
困
窮
は
深
刻
で
す 

 
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
底
上
げ 

  

消
費
不
足
、
人
員
不
足
の
下
で
労
働

者
の
賃
上
げ
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
職
場
で
要
求
書
を

提
出
し
、
全
組
合
員
の
力
を
集
中
し
て

職
場
か
ら
取
り
組
み
、
実
質
賃
金
の
引

き
上
げ
を
め
ざ
し
ま
す
。 

  

格
差
と
貧
困
を
な
く
す
春
闘 

  

富
裕
層
と
貧
困
層
の
格
差
、
正
規
と

福
岡
県
春
闘
共
闘
連
絡
会
は
、
１
２

月
１
０
日
（
日
）
１
０
時
か
ら
福
岡

市
第
３
偕
成
ビ
ル
４
階
会
議
室
で
、

総
会
＆
２
０
１
８
年
県
民
春
闘
討
論

集
会
を
開
き
、
役
員
体
制
、
２
０
１

８
年
春
闘
方
針
（
案
）
な
ど
が
提
案

さ
れ
す
べ
て
の
議
案
は
満
場
の
拍
手

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
６
８
人
が
参
加
し
、
午

前
中
に
開
か
れ
た
総
会
で
は
４
人
の

参
加
者
が
発
言
、
午
後
か
ら
は
討
論

集
会
が
開
か
れ
、
基
調
講
演
は
下
関

市
立
大
学
の
関
野
秀
明
教
授
が
「
２

０
１
８
年
春
闘
に
お
け
る
労
働
組
合

の
課
題
―
賃
上
げ
・
消
費
税
増
税
阻

止
・
平
和
」
と
題
し
て
９
０
分
間
わ

か
り
や
す
い
講
演
で
し
た
。 

討
論
集
会
で
は
１
０
人
が
発
言

し
、
提
案
さ
れ
た
議
案
が
豊
か
に
補

強
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
江
口
議

長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
２
０
１
８
年

春
闘
を
、
大
い
に
た
た
か
う
決
意
を

固
め
あ
い
ま
し
た
。 

 

                             

   

   

                   

福
岡
県
春
闘
討
論
集
会
に

６
人
で
参
加
し
ま
し
た 

      

非
正
規
の
格
差
、
男
女
間
の
格
差
、
都

市
と
地
方
の
格
差
を
是
正
し
、
す
べ
て

の
労
働
者
が
等
し
く
人
間
ら
し
く
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。 

 

労
働
法
制
の
改
悪
Ｎ
Ｏ
！ 

 

「
安
倍
働
き
方
改
革
」
の
本
質
は
労

働
政
策
を
経
済
政
策
に
従
属
さ
せ
る

こ
と
で
あ
り
、
雇
用
の
さ
ら
な
る
流
動

化
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。 「

安
倍
働
き
方
改
革
」
は
、
残
業
代

ゼ
ロ
・
長
時
間
働
か
せ
放
題
な
ど
労
働

者
保
護
法
制
を
な
し
崩
し
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
２
０
１
８
年
春
闘
で
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
労
働
法
制
の
改
悪
を

許
さ
な
い
取
り
組
み
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
労
働
法
制
の
改
悪

を
絶
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

２０１７年１２月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３４（2） 



９
条
の
歯
止
め
を
な
く
し
て
、
日
本

を
海
外
で
無
制
限
に
武
力
を
行
使
で

き
る
「
戦
争
す
る
国
」
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。
「
戦
争
す
る
国
」
に

な
れ
ば
、
武
器
購
入
の
た
め
に
、
よ
り

強
力
な
武
器
の
開
発
の
た
め
に
軍
事

費
を
増
や
す
一
方
、
福
祉
や
教
育
予
算

は
バ
ッ
サ
リ
削
減
さ
れ
ま
す
。 

安
倍
首
相
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

追
随
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
量
の
武
器

を
購
入
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
政
治
を
転
換

す
る
た
め
に
、「
３
０
０
０
万
人
署
名
」

で
安
倍
首
相
の
た
く
ら
む
改
憲
発
議

を
止
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 ３
０
０
０
万
人
署
名
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た 

 

２
０
１
７
年
９
月
８
日
「
安
倍
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が

ス
タ
ー
ト
し
、
安
倍
９
条
改
憲
阻
止
に

向
け
、
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ 

憲
法 

た
め
に
３
０
０
０
万
署
名
の
学
習

会
や
宣
伝
行
動
を
取
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ

ッ
ト
は
毎
月
１
９
日
、
北
九
州
憲
法
共

同
セ
ン
タ
ー
は
毎
月
第
一
土
曜
日
に

小
倉
駅
前
で
宣
伝
行
動
を
取
組
み
チ

ラ
シ
の
配
布
や
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
全
国
統
一
署
名
」
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
総
会
で
も 

３
０
０
０
万
の
取
り
組
み
を
決
定 

 

１
２
月
２
日
（
土
）
１
１
時
か
ら
、

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
も
宣
伝
行
動
、
同

日
１
４
時
か
ら
ム
ー
ブ
で
開
か
れ
た

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
第
４
回
総
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
総
会
は
１
０
０
人
を

超
え
る
参
加
者
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
決

意
に
満
ち
た
総
会
と
な
り
、
「
憲
法
が

日
本
の
平
和
を
守
る
。
北
朝
鮮
・
中
国

の
問
題
に
も
ふ
れ
て
」
と
題
し
て
講
演 

生
か
す
全
国
統
一
３
０
０
０
万
署

名
運
動
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
１
２
月
５
日

開
催
の
定
例
幹
事
会
、
１
２
月
２
１
日

開
催
の
第
７
２
回
評
議
員
会
で
、
福
岡

県
労
連
、
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九

州
ネ
ッ
ト
、
北
九
州
憲
法
共
同
す
る
会

な
ど
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地

区
労
連
目
標
１
５
０
０
０
筆
の
超
過

達
成
を
め
ざ
す
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の 

さ
れ
た
日
本
平
和
委
員
会
常
任
理
事

の
川
田
忠
明
氏
の
、
分
か
り
や
す
い
話

に
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 １
２
・
１
９
宣
伝
行
動
に
４
６
人

が
参
加 

５
３
筆
の
署
名
を
集
約 

  

１
２
月
１
９
日
小
倉
駅
前
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
周
辺
で
今
年
最
後

の
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
の

宣
伝
行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
４
６
人
が

参
加
、
５
３
筆
の
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！ 

憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署

名
」
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ

ス
を
前
に
街
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

輝
き
素
敵
な
街
並
み
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
が
、
寒
波
襲
来
で
た
い
へ
ん
寒

く
震
え
上
が
る
宣
伝
行
動
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
み
な
さ
ん
元
気
で
大

き
な
声
で
署
名
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

                             

                             

                             

                             

                             

２０１７年１２月２５日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３４（４） 

平
和
で
こ
そ
生
活
は
守
ら
れ
る 

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

３
０
０
０
万
署
名
運
動
に
全
力
を 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン 

組
合
員
の
要
求
で
団
交
開
催 

 

労
働
相
談
活
動
は
、
北
九
州
地
区

労
連
活
動
の
一
つ
で
す
が
、
相
談
を

受
け
要
求
と
し
て
ま
と
め
解
決
の
た

め
に
団
体
交
渉
や
宣
伝
行
動
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

が
、
１
２
月
に
は
北
九
州
地
菊
ユ
ニ

オ
ン
組
合
員
の
要
求
に
基
づ
き
団
体

交
渉
が
２
件
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

◆ 

１
２
月
２
０
日
株
式
会
社
ツ

ク
イ
西
原
組
合
員
の
利
用
者
送
迎
業

務
に
関
す
る
も
の
で
、
マ
ッ
プ
を
見

な
が
ら
送
迎
は
危
険
な
の
で
、
カ
ー

ナ
ビ
を
付
け
る
こ
と
。
路
上
駐
車
で

駐
車
禁
止
の
切
符
を
切
ら
れ
た
時
の

罰
金
を
送
迎
職
員
に
負
担
さ
せ
る
の

は
や
め
、
会
社
が
支
払
う
べ
き
。
と

要
求
し
検
討
解
党
す
る
こ
と
を
約
束

さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
早
め
に
送
迎

の
体
制
を
作
る
こ
と
。
５
年
以
上
の

勤
務
員
は
無
期
雇
用
に
す
る
こ
と
。

車
の
修
理
を
早
く
、
冬
用
の
タ
イ
ヤ

へ
変
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
は
合
意

し
ま
し
た
。 

 

◆ 

１
２
月
２
１
日
ト
ウ
カ
ン
オ

リ
エ
ン
ス
岡
田
組
合
員
に
対
す
る
、

勤
務
日
数
を
一
方
的
に
減
ら
し
た
こ

と
、
障
が
い
者
差
別
に
つ
い
て
の
団

体
交
渉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
の

要
求
に
基
づ
き
円
満
解
決
し
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
小
） 

 

安
倍
内
閣
は
、
２
０
１
３
年
の
特
定
機
密
保
護
法
、
２
０
１
５
年
の
安
保
法
制
法
（
戦
争
法
）
、
２
０
１
７
年
の
共
謀

罪
と
次
々
に
強
行
し
、
戦
争
で
き
る
国
家
へ
と
変
貌
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

「
朝
鮮
半
島
で
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
で
ー
」
多
く
の
人
の
願
い
で
す
。
い
ま
世
界
中
が
北
朝
鮮
と
米
国
の
対
話
に
よ
る
平

和
的
解
決
を
求
め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
安
倍
首
相
は
「
対
話
よ
り
圧
力
だ
」
と
繰
り
返
し
、
９
条
改
憲
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
「
海
外
で
戦
争
す
る
自
衛
隊
」
を
９
条
に
書
き
加
え
て
、
「
２
度
と
戦
争
し
な
い
」
「
戦
力
を
持
た
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
９
条
１
項
・
２
項
に
上
書
き
し
て
、
実
質
的
に
９
条
を
骨
抜
き
に
し
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。 

安倍 9 条改憲を辞めさせるためにも 3000 万人

署名の成功をと訴ええる前田憲徳弁護士 

寒い中、多くの方が署名に協力してくれました 


